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新任式・始業式（４月３日） 

東京や大阪などの大都市圏を中心に感染拡大が連日報道されて

いますが、長野県の感染状況は、政府の専門家会議が示した３区

分のうち「感染未確認地域」にあたるとして、県教委から新年度

からの学校再開にゴーサインが出されました。再開したからには、

できる限りの予防対策を講じた上で、全ての教育活動についてそ

の必要性を考え、どのような形でなら実施ができるかを検討して

いきたいと考えています。しかし、５日には県内 12 人目となる感

染者が発表され、警戒感を強めなければならない状況に……。心

配な点も多々あろうかと思いますが、その時その時の最善の方策

を探していくために、幅広い視点からの意見をいただければ幸い

です。３日の新任式と始業式では、遠隔会議システムの Zoom とい

うアプリケーションを用いて、ＬＬ教室のＰＣから各教室の電子

黒板に映像と音声を送るという、新たな試みにチャレンジしまし

た。一部の教室で映像がコマ落ちしたり、音声が途切れたり等の

トラブルもありましたが、有用性と可能性を感じた挑戦でした。

改善を積み重ねていければと思います。始業式の校長挨拶は、こんな感じです。「１棟校舎前の桜

のつぼみがようやく開き始めて、若い命が躍動する季節、そして新しい年度が始まる時期がめぐっ

てきました。しかし、令和２年度の始まりは、喜びとともに、大きな不安に包まれています。なぜ

なら、たいへん厳しい状況下でのスタートとなったからです。新型コロナウイルス感染症の拡大に

よって、全国一斉休校となり、深志も３月２日から臨時休業としました。授業も部活動も生徒会活

動も、学校の教育活動の一切が一カ月間ストップしました。この一カ月間、皆さんはどんな気持ち

で、どのように過ごしましたか？東日本大震災が起きたのは、平成 23 年の３月 11 日でした。この

震災で多くの友達を失ってしまった、気仙沼高校の文芸部員が、震災を主題に短歌を詠んでいます

が、その中に、こういうものがあります。『“また明日” 言葉の重みを今知った 明日は当たり前じ

ゃないから』明日は当たり前じゃない、日常を失ってしまった人の心の叫びです。日常を送ること

ができるありがたさ、普通であることの貴さ、この一カ月間で痛感した人も多かったのではないで

しょうか。今、世界は混沌としています。現在進行中の、新型コロナウイルスによるパンデミック

など、先行き不透明な課題が次々に発生していきます。こうした先行き不透明な時代を生きていく

には、そして難解な課題を解決していくには、自分の頭で、あるいは、自分の

言葉で、考え続けることが本当に大事です。深志の特徴は、自治の精神、自由

な校風、人の多様性、層の厚さ、そして底力、そういったものなのだろうと思

います。自分たちの課題を、自分たちの頭で考えて、自分たちで解決していく。

この自治の訓練が、これからの時代に必要となる力を、皆さんの中に育んでく

れると思っています。もちろん、その基盤となる知識や技能を身につける努力
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も必要です。多才で多様な校友たちと切磋琢磨しながら、自分自身の

人生を、自分自身の選択で切り開いていく、高いポテンシャルを自ら

開花させていくところが、深志生の深志生たるゆえんであろうとも思

っています。そのために必要な支援を、私たち教職員は全力で果たし

ていくつもりです。（中略）ウイルスという見えない敵との闘いは長

期戦になるかもしれません。感染しないように細心の注意を払いなが

ら生活をしていく、そのための最善の方法を常に模索していくしかあ

りません。逆境の中から、新しい価値観が生まれてくる、ということ

もあるかもしれません。いたずらに不安や恐れだけに振り回されて『思

考停止』になるのではなく、確かな情報や科学的根拠に基づいて、自分

自身で考え続け、自らの行動を選択する、という意識を持ち続けてくだ

さい。正しく恐れる、これはとても難しいことですが、正しく恐れるこ

とを一緒に追求し、心がけましょう。それでは、令和二年度も、二年生、

三年生には、高い志を持って深志生を全うし、身をもって体現し、『最

強の上級生』として、一年生を引っ張っていってください。皆さんのこ

の一年間の成長に大いに期待して、一学期始業式の挨拶とします」 

部活動も再開（４月１日～） 
臨時休業から春季休業にかけて部活動も自粛を求められていました

が、新年度から自粛は解除となりました。もちろん、三つの密（密閉空

間、密集場所、密接場面）を避けるなど、感染予防に細心の注意を払う

ことが条件です。運動部の３年生にとっては、最後の高校総体地区予選

が迫ってきています。大会自体どうなるかが見通せない状況ですが、一

カ月ぶりとなる練習に、純粋に活動できる喜びを感じたようでした。 

その他の話題をいくつか 
★ 入学式は例年講堂で行ってきましたが、今年度は隣との間隔を充分に

開けるために大体育館で行うことにしました。会場準備は、舞台装置設置

委員会、吹奏楽部、卓球部にお願いしましたが、２日に登校して、手際よ

く進めてくれました。シート敷き、市松模様に並んだ椅子、仮設ステージ

いつもながら見事な仕上がりに深謝。入学式の様子は次号で報告します。 

★ ３月 28日の信毎で本校の校内放送が取り上げられました。これも後日。 

今週の予定（整理テスト） 

日 曜日 行  事  等 その他(主に校長動向) 

 ６ 月 対面式 整理テスト Ｘ線（１年）  

 ７ 火 整理テスト  

 ８ 水 心電図（１年） 歌の練習 職員会  

 ９ 木 歌の練習  

１０ 金 歌の練習 中信地区校長会 

１１ 土  同窓会蛍雪会学校見学 

１２ 日   

１３ 月 健康診断（３年）  

 

教育会館前の桜が咲き始めました 

集合せずにマイクで指示＆消毒 

学校の桜は今、こんな感じです… 


